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曽  田　佳代子

岡
山
か
ら
上
海
を
初
め
て
訪
れ
た
時
の
感
動
を
、
十

年
経
っ
た
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
女
性
の
視

点
を
通
し
て
、
上
海
と
岡
山
の
教
育
・
福
祉
事
情
を
各

分
野
の
代
表
が
学
び
合
う
目
的
で
創
設
さ
れ
た
「
岡
山

市
・
上
海
市
日
中
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
で
の
参
加
で
し
た
。

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
福
祉
施
設
や
学
校
で
は
、

そ
の
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
や
、
子
ど
も
た
ち
の
真
摯

で
意
欲
的
な
授
業
態
度
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
に
も
増
し
て
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
福
祉
局
や
教

育
局
の
幹
部
女
性
の
自
信
と
誇
り
に
満
ち
溢
れ
た
、
圧

倒
さ
れ
る
ほ
ど
の
存
在
感
で
し
た
。

岡
山
か
ら
参
加
し
た
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
指

導
的
な
立
場
の
方
た
ち
で
あ
り
、
年
齢
的
に
も
熟
年
の

域
に
達
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
今
ま
で
出
会
っ
た

こ
と
が
な
い
ほ
ど
パ
ワ
フ
ル
な
中
国
の
女
性
た
ち
に
感

化
さ
れ
た
感
じ
で
、
熱
気
に
帯
び
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
数
年
間
相
互
交
流
を
重
ね
る
中
で
、
両
市

の
行
政
施
策
に
多
く
の
共
通
点
や
課
題
を
見
い
出
す
と

と
も
に
、
仕
事
に
か
け
る
意
気
込
み
だ
け
で
な
く
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
題
に
つ
い
て
も
親
し
く
意
見
交
換
が

で
き
、
彼
女
た
ち
の
こ
と
は
そ
の
後
も
よ
く
話
題
に
上

り
ま
し
た
。

人
と
の
素
晴
ら
し
い
出
会
い
は
、
人
生
の
経
験
豊
富

な
人
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
す

か
ら
、
若
い
青
少
年
期
の
出
会
い
や
体
験
は
、
そ
の
後

の
人
生
の
ど
ん
な
節
目
に
な
る
の
か
図
り
し
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

米
国
で
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
元
大
統
領
が
十
六
歳
の
高

校
生
の
夏
、
官
邸
で
当
時
の
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
と
握
手

を
し
、
そ
の
時
の
興
奮
が
政
治
家
を
目
指
す
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
「
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
運
命
の
握
手
」
と
し

て
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
日
中
教
育
交
流
講
演
会
で
、
江
草
安
彦
名
誉

会
長
さ
ん
は
、「
平
和
は
子
ど
も
が
交
流
す
る
こ
と
か

ら
は
じ
ま
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
一
人
一
人
の
出
会

い
が
繋
が
り
、
い
つ
の
ま
に
か
み
ん
な
が
繋
が
り
、
国

と
国
の
未
来
の
平
和
に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
と
嬉

し
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
人
格
が
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
若
い

世
代
の
人
た
ち
に
、
本
物
の
体
験
や
出
会
い
を
提
供
す

る
こ
と
は
、
彼
ら
の
夢
の
あ
る
人
生
を
実
現
す
る
一
助

に
な
る
と
と
と
も
に
、
未
来
に
向
け
て
国
と
国
の
架
け

橋
に
な
る
種
を
蒔
く
こ
と
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
す
す
め

て
い
る
日
中
青
年
交
流
が
、
未
来
へ
つ
な
が
る
確
か
な

営
み
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

未　

来　

へ
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広
州
市
は
、
広
東
省
の
省
都
で
、
人
口

約
一
〇
〇
〇
万
人
の
大
都
市
で
す
。
中
国

南
部
沿
岸
部
に
位
置
し
、
香
港
、
マ
カ
オ

ま
で
、
新
幹
線
あ
る
い
は
高
速
バ
ス
を
利

用
し
て
一
時
間
半
程
度
の
距
離
に
あ
り
ま

す
。
歴
史
的
に
は
羊
城
、
穂
城
と
い
う
愛

称
を
も
ち
、
紀
元
前
三
〇
〇
年
頃
、
羊
に

乗
っ
た
五
人
の
仙
人
が
広
州
の
町
に
稲
穂

を
も
た
ら
し
た
、
と
い
う
故
事
に
よ
り
ま

す
。
広
州
の
名
前
が
表
舞
台
に
頻
繁
に
登

場
す
る
の
は
中
国
近
代
史
。
ひ
と
つ
は
国

際
貿
易
港
の
顔
、
ひ
と
つ
は
中
国
近
代
革

命
史
の
顔
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
ト
ヨ
タ
（
広
汽
ト
ヨ
タ
）、
ホ
ン
ダ

（
広
汽
ホ
ン
ダ
）、
日
産
（
東
風
日
産
）
の

日
系
の
三
大
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
集
結
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
電
脳
城
（
パ
ソ

コ
ン
関
係
）、
玩
具
城
、
眼
鏡
城
、
靴
城
、

家
具
市
場
、
食
器
市
場
と
い
う
よ
う
に
、

通
り
で
あ
れ
ば
そ
の
通
り
の
両
サ
イ
ド
全

部
、
建
物
で
あ
れ
ば
ビ
ル
全
体
に
目
が
回

り
そ
う
な
く
ら
い
小
売
店
が
ひ
し
め
き
あ

っ
て
お
り
、
土
地
に
慣
れ
て
く
れ
ば
中
国

独
特
の
商
業
風
景
が
広
が
る
買
い
物
天
国

で
も
あ
り
ま
す
。
五
月
、十
月
の
年
二
回
、

交
易
会
が
開
催
さ
れ
世
界
中
の
バ
イ
ヤ
ー

が
集
ま
り
、
世
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
市
場
と

な
り
ま
す
。
そ
の
頃
は
タ
ク
シ
ー
が
つ
か

ま
ら
ず
、
通
勤
時
も
道
路
が
渋
滞
す
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
の
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
二
〇
一
〇
年
五
月
の
上

海
万
博
に
続
い
て
、
十
一
月
開
幕
の
ア
ジ

ア
大
会
の
開
催
地
と
し
て
さ
ら
に
急
ピ
ッ

チ
で
都
市
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
は
地
下
鉄
五
号
線

が
開
通
し
て
便
利
度
を
増
し
、
バ
ス
も
中

央
専
用
道
を
運
行
す
るBRT

シ
ス
テ
ム

が
整
え
ら
れ
、大
通
り
に
沿
っ
た
建
物
は
、

壁
面
の
お
色
直
し
を
施
す
な
ど
、
装
い
を

整
え
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
三
月
ま

で
、
在
外
教
育
施
設
、
広
州
日
本
人
学
校

（Japanese School of G
uangzhou

）

に
勤
務
し
ま
し
た
。
広
州
日
本
人
学
校
の

中
学
部
校
舎
の
中
庭
に
は
、
亜
熱
帯
の
気

候
を
象
徴
す
る
よ
う
な
植
樹
五
年
程
の
バ

ナ
ナ
の
木
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
葉
っ
ぱ

が
目
を
和
ま
せ
る
と
と
も
に
、
年
に
何
回

も
果
実
し
、
野
性
味
の
あ
る
味
で
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
例
年
、
十
一
月
初
旬

の
運
動
会
は
半
そ
で
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ
で
行

い
ま
す
。
広
州
日
本
人
学
校
は
現
在
、
小

学
部
三
百
人
余
り
、
中
学
部
七
十
人
前
後

で
、
全
校
児
童
生
徒
四
百
人
前
後
を
推
移

し
て
い
ま
す
。
小
学
部
は
各
学
年
二
ク
ラ

ス
、
中
学
部
は
各
学
年
一
ク
ラ
ス
の
編
成

で
、
中
一
は
三
十
人
余
り
、
中
二
は
二
十

人
強
、
中
三
も
二
十
人
弱
と
次
第
に
少
な

く
は
な
る
も
の
の
、
中
三
ま
で
在
籍
し
海

外
か
ら
の
受
験
を
経
て
日
本
の
高
等
学
校

に
進
学
す
る
生
徒
が
着
実
に
増
加
し
て
い

中学部校舎中庭

中央遠く、現時点で世界最高（610ｍ）のテレビ
観光塔

広州日本人学校
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ま
し
た
。
小
中
併
設
校
と
し
て
、
縦
割
り

集
会
、
小
五
か
ら
の
委
員
会
活
動
、
四
色

対
抗
の
縦
割
り
運
動
会
、
学
習
発
表
会
な

ど
、
小
中
合
同
で
行
い
ま
す
。
小
学
生
の

元
気
で
一
生
懸
命
な
と
こ
ろ
と
、
そ
の
小

学
生
に
慕
わ
れ
て
よ
き
上
級
生
と
し
て
素

直
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
活
躍
で

き
る
中
学
生
と
、
相
互
に
成
長
で
き
る
土

壌
が
校
風
と
し
て
培
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

週
間
の
終
わ
り
の
金
曜
日
午
後
三
時
半
過

ぎ
、
全
職
員
が
駐
車
場
の
マ
ン
ゴ
ー
の

木
々
の
下
で
、
手
を
振
っ
て
子
ど
も
た
ち

を
見
送
り
ま
す
。
発
車
の
笛
と
と
も
に
、

一
斉
に
バ
ス
が
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
。
車

窓
か
ら
素
直
に
手
を
振
る
小
学
生
と
、
や

や
照
れ
た
表
情
の
中
学
生
と
、
中
に
は
、

小
さ
な
人
形
を
た
く
さ
ん
窓
に
掲
げ
、
見

送
り
に
答
え
る
女
の
子
も
い
ま
し
た
。
広

州
日
本
人
学
校
の
思
い
出
の
中
で
も
と
り

わ
け
み
ん
な
の
心
に
残
る
風
景
の
一
つ
で

し
た
。

　

教
育
課
程
は
、
日
本
の
小
、
中
学
校
の

新
教
育
課
程
に
準
じ
ま
す
が
、小
学
部
は
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
・
外
国
語
会
話
と

し
て
、
全
学
年
、
中
国
語
会
話
・
英
会
話

を
週
に
一
時
間
ず
つ
設
け
て
い
ま
す
。
中

学
部
は
中
国
語
会
話
と
総
合
的
な
学
習
の

時
間
を
一
時
間
、
自
分
た
ち
が
今
い
る
中

国
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
学
習
し
ま

す
。
関
連
す
る
行
事
で
は
、
中
一
は
「
中

国
の
国
父
」
と
呼
ば
れ
る
孫
文
の
故
居
が

あ
る
中
山
市
に
五
月
に
宿
泊
研
修
を
行

い
、
調
べ
学
習
と
集
団
・
仲
間
作
り
の
活

動
を
行
な
い
ま
す
。
中
二
は
九
月
下
旬
に

北
京
を
三
泊
四
日
で
堪
能
し
、
中
三
は
日

系
企
業
の
協
力
を
得
て
、
職
場
体
験
を
行

い
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
度
は
「
知
る
・

深
め
る
中
国
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
日
本

と
中
国
、
中
国
広
州
に
お
け
る
援
助
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
柱
に
学
習
を
深
め
ま
し

た
。
日
本
政
府
に
よ
る
「
草
の
根
・
人
間

の
安
全
保
障
無
償
資
金
協
力
」の
一
環
で
、

老
朽
化
し
た
中
国
の
小
学
校
の
建
て
替
え

の
援
助
の
対
象
先
と
し
て
視
察
し
た
馬
崗

小
学
校
は
広
州
市
か
ら
高
速
道
路
を
使
っ

て
北
上
、
四
時
間
の
行
程
の
農
村
部
の
学

校
で
す
。
八
月
下
旬
、
夏
休
み
中
で
し
た

が
、
思
い
も
か
け
ず
小
学
校
の
先
生
方
が

集
ま
り
、
交
流
会
を
開
い
て
の
歓
迎
を
受

け
ま
し
た
。
中
国
は
先
生
に
よ
る
有
料
の

補
習
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
質
問
を
向

け
た
と
こ
ろ
、
一
ク
ラ
ス
六
十
人
余
り
の

そ
の
六
割
の
子
ど
も
は
保
護
者
が
出
稼
ぎ

に
出
て
お
り
、
保
護
者
と
話
を
す
る
こ
と

も
ま
ま
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
を
聞
き
ま

し
た
。
発
展
す
る
中
国
沿
岸
部
と
農
村
部

の
格
差
の
一
端
を
学
校
現
場
か
ら
伺
い
知

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
中
国
の
ハ
ン
セ

ン
病
恢
復
村
でN

GO

「
家
・JIA

」
と
い

う
組
織
作
り
を
行
い
、
活
動
を
展
開
す
る

若
い
日
本
人
、
原
田
燎
太
郎
氏
の
講
演
を

聞
き
、
生
徒
は
深
い
感
銘
を
受
け
た
よ
う

で
し
た
。
何
が
自
分
に
で
き
る
か
、
自
分

が
動
く
こ
と
を
考
え
始
め
ま
し
た
。
小
学

部
が
交
流
す
る
広
州
市
内
の
東
風
東
路
小

学
校
の
小
五
の
英
語
の
授
業
で
は
、
同
時

期
の
日
本
の
中
一
の
学
習
内
容
の
少
し
先

を
学
習
し
て
い
ま
し
た
。
中
国
の
五
大
学

の
一
つ
で
あ
る
中
山
大
学
付
属
中
学
校
の

授
業
参
観
で
は
、
一
時
間
四
十
分
の
授
業

枠
の
中
で
基
本
的
に
は
全
教
科
、
パ
ソ
コ

ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
提
示
の
展
開
で
授
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
意
欲
的
な
中

国
の
生
徒
の
学
習
の
様
子
に
教
員
と
し
て

触
発
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

三
年
間
の
広
州
生
活
の
中
で
、
中
国
の

地
で
生
活
す
る
家
族
の
絆
の
深
ま
り
を
感

じ
た
一
年
目
。
そ
し
て
、
急
速
に
発
展
す

る
中
国
の
勢
い
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、

日
本
と
中
国
を
軽
や
か
に
行
き
来
し
、
広

州
の
地
で
の
び
や
か
に
自
己
実
現
を
図
ろ

う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
感
じ
た

三
年
目
。
無
事
勤
務
を
終
え
る
こ
と
の
で

き
た
深
い
感
謝
と
と
も
に
場
所
は
違
え

ど
、
今
後
も
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長

に
思
い
を
は
せ
、
教
育
活
動
に
微
力
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中山市　孫文故居

児童生徒会による集会風景

中山大学付属中学校の語文（国語）
の授業風景

新築の日中教学楼とともに使用さ
れる馬崗小学校旧校舎内
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【
は
じ
め
に
】

　

来
年
、
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
は
設
立

三
十
周
年
を
迎
え
る
。
内
山
完
造
氏
や
岡

崎
嘉
平
太
氏
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
先

人
方
々
が
、
早
く
か
ら
中
国
と
の
友
好
関

係
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
た
思
い
を
引
き
継

ぎ
、
一
貫
し
て
日
本
と
中
国
の
友
好
交
流

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
積
み
重
ね
は
大

き
な
意
味
を
持
つ
と
思
う
。
今
日
、
社
会

情
勢
が
刻
々
と
変
化
し
、
日
本
と
中
国
の

関
係
は
ま
た
新
た
な
局
面
を
迎
え
、
新
た

な
視
点
で
の
交
流
が
必
要
と
さ
れ
る
と
考

え
る
。

【
役
に
立
つ
協
会
を
目
指
し
て
】

　

今
年
の
本
会
総
会
で
、
私
た
ち
は
「
役

に
立
つ
協
会
」
を
目
指
そ
う
と
い
う
目
標

を
掲
げ
た
。
社
会
の
中
で
何
ら
か
の
貢
献

が
で
き
る
こ
と
が
協
会
の
存
在
意
義
を
高

め
る
。
そ
れ
を
広
く
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
今
後
の
協
会
の
発
展
、
ひ
い
て
は
今

後
益
々
重
視
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
日

本
と
中
国
の
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
中
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
、
中
国
人
留
学
生
支
援
と
、
中
国
に
対

す
る
理
解
を
促
す
た
め
の
講
演
会
活
動
で

あ
る
。

　

協
会
で
は
昨
年
「
中
国
人
留
学
生
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
協
会
内
に
た
ち
あ
げ
た
。

留
学
生
に
何
ら
か
の
、
自
分
た
ち
だ
け
で

は
解
決
し
得
な
い
問
題
が
発
生
し
た
と
き

に
、
協
会
メ
ン
バ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
家
の
協
力
も

得
な
が
ら
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
岡
山
県
内
で
も

年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
留
学
生
に
、

事
故
な
ど
の
重
大
な
事
態
が
降
り
か
か
る

こ
と
が
発
生
し
て
い
る
現
実
が
あ
る
た
め

だ
。
現
在
、
岡
山
県
中
国
人
留
学
生
学
友

会
（
以
下
、
学
友
会
）
と
連
携
し
て
実
施

し
て
い
る
。

　

私
が
最
初
に
関
わ
っ
た
の
は
、
三
年
前

倉
敷
の
大
学
で
学
ん
で
い
た
留
学
生
が
ア

ル
バ
イ
ト
帰
り
に
ト
ラ
ッ
ク
に
轢
か
れ
、

意
識
不
明
の
ま
ま
植
物
状
態
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
河
北
省
出
身
の
留
学
生
支
援
。
事

故
後
す
ぐ
に
中
国
か
ら
姉
が
来
日
し
、
病

院
に
寝
泊
り
し
て
付
き
添
っ
た
の
だ
が
、

日
本
語
も
全
く
わ
か
ら
ず
先
の
見
通
し
も

ま
る
で
立
た
な
い
状
態
で
、
日
々
の
生
活

か
ら
事
故
後
の
損
害
保
険
の
手
続
き
、
滞

在
ビ
ザ
の
問
題
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て

帰
国
す
る
か
な
ど
、
問
題
が
山
積
み
だ
っ

た
。

　

そ
れ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
看
護
す
る
姉
と

一
緒
に
考
え
、
他
の
支
援
団
体
や
中
国
在

大
阪
総
領
事
館
と
も
連
携
し
な
が
ら
乗
り

越
え
、
一
年
半
後
に
無
事
帰
国
を
果
た
し

た
。
帰
国
に
は
、
病
院
の
看
護
師
と
と
も

に
付
き
添
い
北
京
の
病
院
ま
で
見
届
け

た
。
残
念
な
が
ら
本
人
は
今
も
意
識
が
戻

ら
な
い
ま
ま
だ
が
、
家
族
が
一
丸
と
な
っ

て
看
護
し
、
命
を
つ
な
い
で
い
る
。

　

今
も
継
続
中
の
支
援
で
は
、
や
は
り
交

通
事
故
に
遭
い
、
後
遺
症
で
精
神
障
害
を

抱
え
て
い
る
大
学
研
究
員
の
方
が
お
ら
れ

る
。
こ
の
場
合
も
事
後
の
保
険
問
題
、
ビ

ザ
の
問
題
、
帰
国
後
の
不
安
な
ど
、
入
院

中
の
本
人
の
力
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

こ
と
が
多
く
あ
り
、
協
会
が
身
元
保
証
人

と
な
り
弁
護
士
、
医
師
、
中
国
に
い
る
家

族
な
ど
と
の
間
に
た
っ
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
役
を
し
な
が
ら
、
無
事
に
帰
国
し
て
新

た
な
生
活
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
応
援

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
骨
髄
移
植
支
援
募
金
活
動
】

　

今
年
に
入
っ
て
、
黒
竜
江
省
出
身
の
元

留
学
生
程
さ
ん
へ
の
骨
髄
移
植
募
金
活
動

を
展
開
し
た
。
新
聞
で
も
大
き
く
報
道
さ

れ
た
の
で
ご
存
じ
の
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
本
人
が
病
院
内
の

つ
ぶ
や
き
ノ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
へ
の
書

き
込
み
を
見
た
移
植
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
、
総
領
事
館
や
私
た
ち
の
協
会
へ
支
援

要
請
を
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
広
が
っ

交通事故で植物人間となった留学生を
北京へお見送り（北京空港）
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た
。
支
援
の
輪
が
広
が
り
、
移
植
手
術
が

行
わ
れ
た
五
月
十
一
日
ま
で
に
百
五
十
万

円
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
、
骨

髄
液
が
生
着
し
、
白
血
球
が
増
え
て
い
る

が
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。

・
・
・
・
・
・
・

　

こ
の
他
、
車
と
の
接
触
事
故
や
、
ア
ル

バ
イ
ト
先
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
日
常
の

問
題
は
様
々
で
あ
る
。生
活
習
慣
や
法
律
、

社
会
シ
ス
テ
ム
が
違
う
異
国
で
の
こ
う
し

た
ト
ラ
ブ
ル
に
直
面
す
る
と
、
と
ま
ど
い

と
不
安
が
先
に
た
つ
も
の
だ
が
、
協
会
で

は
学
友
会
と
協
同
し
て
、
必
要
が
あ
れ
ば

い
つ
で
も
相
談
に
の
れ
る
態
勢
を
心
が
け

て
い
る
。

　

日
本
で
学
ぶ
こ
と
を
決
意
し
、
岡
山
を

選
ん
で
来
て
く
れ
た
留
学
生
が
、
日
本
と

い
う
国
や
人
々
を
よ
く
理
解
し
、
い
ず
れ

日
中
両
国
の
架
け
橋
と
な
っ
て
く
れ
る
よ

う
、
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
真

の
「
多
文
化
共
生
社
会
」
を
目
指
さ
す
た

め
に
も
、留
学
生
た
ち
が
安
心
し
て
住
み
、

学
べ
る
岡
山
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

【
中
国
を
知
る
講
演
会
開
催
】

　

も
う
ひ
と
つ
、
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の

が
、
中
国
と
い
う
国
や
文
化
を
広
く
伝
え

て
い
く
活
動
で
あ
る
。「
近
く
て
遠
い
国
」

と
、
中
国
を
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
て
久

し
い
。
し
か
し
、
古
来
中
国
は
日
本
に
と

っ
て
一
番
身
近
な
学
ぶ
べ
き
存
在
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
近
・
現
代
の
両
国
の
歴
史
の

中
で
、
い
つ
の
ま
に
か
「
遠
い
国
」
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ

る
。
さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
。
日
本
に

と
っ
て
中
国
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
に
異
論
を
唱
え
る

人
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
政
治
、
経
済
、

文
化
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
中
国
の
存
在
が

日
本
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
現
実
と
は
う
ら
は
ら
に
、

日
本
人
の
意
識
は
ま
だ
近
代
史
の
中
か
ら

抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
中
国
の
こ
と

を
知
ら
な
い
、
知
ろ
う
と
し
な
い
人
々
が

多
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

昨
年
十
一
月
、
今
年
三
月
と
、
縁
あ
っ

て
東
京
か
ら
お
茶
の
水
女
子
大
名
誉
教
授

の
中
山
時
子
先
生
を
お
招
き
し
、
中
国
、

ま
た
中
国
語
を
知
り
学
ぶ
た
め
の
講
座
を

開
い
た
。
中
山
先
生
は
六
十
余
年
に
わ
た

り
中
国
の
言
語
、
文
化
を
研
究
し
て
お
ら

れ
る
第
一
人
者
と
し
て
名
高
い
。
先
生
は

「
知
ら
な
い
」
こ
と
の
弊
害
を
強
く
警
告

さ
れ
る
。
先
ず
、
相
手
を
よ
く
知
ら
な
い

こ
と
に
は
、
本
当
の
交
流
は
で
き
な
い
。

政
治
や
ビ
ジ
ネ
ス
も
然
り
。
こ
れ
か
ら
の

日
本
人
は
中
国
と
い
う
国
、
人
々
と
し
っ

か
り
と
向
き
合
っ
て
手
を
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
未
来
は
な
い
と
ま
で
断
言
さ
れ
、

そ
の
基
本
と
な
る
の
が
「
言
葉
」
で
あ
る

と
熱
く
語
ら
れ
た
。
こ
の
二
度
に
わ
た
る

講
座
は
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
聞
き
に
来

ら
れ
た
方
は
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
を
新
た
に

さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。
協
会
と
し
て
も
、

こ
れ
か
ら
の
ひ
と
つ
の
役
割
を
提
言
さ
れ

た
思
い
で
あ
っ
た
。「
中
国
を
ま
ず
知
る

こ
と
」。
今
後
の
日
中
両
国
の
友
好
交
流

を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
様
々
な
側
面
か

ら
、
多
く
の
方
に
関
心
を
も
ち
、
学
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
大
き
な
力
に
な
る
こ
と

を
確
信
し
て
い
る
。
正
し
く
歴
史
、文
化
、

社
会
を
理
解
し
、
そ
れ
を
背
景
に
持
つ
中

国
の
人
々
の
意
識
や
感
覚
を
知
る
。
ま
た

中
国
語
を
正
し
く
学
習
す
る
こ
と
で
、
き

ち
ん
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
中
山
先
生

の
教
え
を
ベ
ー
ス
に
、
こ
れ
か
ら
も
継
続

し
て
公
開
講
座
を
開
催
す
る
予
定
で
あ

る
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
中
国
を
身
近
に
感

じ
知
っ
て
い
た
だ
き
、
日
本
と
中
国
の
よ

り
よ
い
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
後
押

し
し
て
い
き
た
い
。

【
文
化
・
医
療
交
流
活
動
】

こ
の
他
、
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
で
は
、

岡
山
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
洛
陽
市
と
の

交
流
を
設
立
当
初
か
ら
重
ね
て
お
り
、
植

樹
活
動
や
農
村
部
の
子
供
た
ち
へ
の
支

援
、
文
化
交
流
な
ど
も
活
発
に
行
っ
て
い

る
。
最
近
で
は
、
全
国
で
活
躍
中
の
岡
山

出
身
二
十
五
弦
箏
奏
者
「
心
花
」
さ
ん
と

洛
陽
師
範
大
学
音
楽
学
部
の
学
生
さ
ん
た

ち
に
よ
る
合
同
演
奏
会
を
洛
陽
で
開
催
す

る
と
い
う
新
し
い
試
み
も
実
現
し
、
今
後

の
音
楽
交
流
が
楽
し
み
で
あ
る
。
ま
た
、

先
日
は
洛
陽
市
か
ら
病
院
の
院
長
先
生
方

が
岡
山
の
医
療
視
察
に
来
ら
れ
た
が
、
協

会
で
は
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
取
り
仕

切
る
と
共
に
、
協
会
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん

と
歓
迎
会
を
開
い
て
賑
や
か
な
ひ
と
時
を

持
ち
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
間
レ
ベ
ル
で
顔
の
見

え
る
、
心
の
通
う
交
流
活
動
を
積
み
重
ね

る
こ
と
の
大
切
さ
も
、
私
た
ち
は
実
感
し

て
い
る
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
々
に
日
本
と

中
国
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

だ
き
、
私
た
ち
の
活
動
に
も
お
気
軽
に
ご

参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
と

り
わ
け
日
本
の
若
い
世
代
の
人
た
ち
に
、

大
き
な
期
待
を
寄
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

※
協
会
活
動
の
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
市
北
区
錦
町
五
―
十
五

　
　
　
　
　
　
　

南
田
辺
ビ
ル
二
階

電　

話
：
〇
八
六
―
二
二
五
―
五
〇
六
八

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

http://w
w
w
.oka-rizhongyouxie.jp/

メ
ー
ル
：oknittyu@

yahoo.co.jp

骨髄移植手術支援の程さん支援募金を贈呈
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岡
山
県
日
中
教
育
交
流
協
議
会
は
、
さ

る
五
月
十
八
日
よ
り
二
十
二
日
ま
で
、
こ

の
夏
岡
山
県
の
高
校
生
と
交
流
す
る
、
大

連
市
の
第
一
中
学
等
を
訪
問
し
、
教
育
事

情
調
査
及
び
事
前
協
議
を
行
っ
た
。
調
査

団
は
、
岡
田
浩
明
会
長
、
松
井
三
平
事
務

局
長
及
び
筆
者
の
三
人
で
あ
る
。
以
下
そ

の
概
要
を
報
告
す
る
。

　

大
連
市
第
一
中
学
等
訪
問

　

大
連
市
第
一
中
学
は
市
街
地
の
ほ
ぼ
中

心
部
に
位
置
し
、
学
校
の
周
囲
に
あ
る
建

設
中
の
マ
ン
シ
ョ
ン
頂
上
部
で
ク
レ
ー
ン

が
忙
し
く
動
い
て
い
た
。
千
四
百
名
の
生

徒
が
在
籍
し
、
外
国
と
の
交
流
を
特
色
と

す
る
遼
寧
省
の
重
点
中
学
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
石
傑
校
長
先
生
は

今
回
の
交
流
が
実
現
し
た
こ
と
を
大
変
喜

ん
で
お
ら
れ
た
。
各
教
室
は
ジ
ャ
ー
ジ
姿

の
生
徒
が
五
十
名
で
窮
屈
そ
う
だ
が
、
生

徒
数
は
、
今
後
ド
ン
ド
ン
減
少
し
数
年
先

に
一
ク
ラ
ス
四
十
名
に
な
る
そ
う
だ
。
学

校
で
は
視
察
と
共
に
、
交
流
の
最
後
の
詰

め
を
行
っ
た
。

　

次
に
行
政
の
窓
口
で
あ
る
大
連
市
外
事

弁
公
室
を
訪
問
し
た
。
曲
世
成
処
長
は
、

最
近
は
中
国
か
ら
日
本
へ
訪
問
し
て
も
日

本
か
ら
の
訪
問
が
少
な
い
と
の
こ
と
で
、

今
回
の
相
互
訪
問
に
対
し
て
は
大
き
な
成

果
を
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　

活
気
に
満
ち
た
大
連
市

　

大
連
市
の
様
子
を
少
し
紹
介
す
る
。
大

連
市
は
遼
東
半
島
の
先
端
部
に
位
置
す
る

都
市
圏
人
口
三
百
五
十
万
人
、
市
区
人
口

二
百
十
一
万
人
を
擁
す
る
港
町
で
あ
る
。

仙
台
市
と
ほ
ぼ
同
じ
緯
度
に
あ
り
、
気
温

は
岡
山
と
そ
う
違
わ
な
い
。
中
国
東
北
部

の
内
陸
地
方
へ
の
玄
関
口
に
な
っ
て
お

り
、
造
船
業
を
中
心
と
す
る
工
業
が
盛
ん

で
あ
る
が
、
近
年
ハ
イ
テ
ク
産
業
お
よ
び

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
人
材
育
成
へ
の
重
点
投
資

が
行
わ
れ
て
い
る
。
広
州
や
上
海
等
の
中

南
部
に
比
べ
遅
れ
を
解
消
す
べ
く
国
策
と

し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
都
心
の

工
場
や
大
学
を
郊
外
に
移
転
し
た
跡
に
高

大 連 教 育 事 情 調 査 報 告

　県立倉敷南高等学校

　　元校長　山　根　　　健

大連第一中学石傑校長（左二）と記念撮影

　
　
（
参
考
）

　

中
国
の
学
校
は
九
月
入
学
で
七
月

ま
で
が
一
年
と
さ
れ
て
い
る
。
教
育

制
度
は
、
初
等
教
育
・
中
等
教
育
（
初

級
中
学
段
階
と
高
級
中
学
段
階
）・
高

等
教
育
に
分
か
れ
、
そ
の
う
ち
、
義

務
教
育
は
初
等
教
育
と
中
等
教
育
の

初
級
中
学
段
階
ま
で
の
九
年
間
で
あ

る
。
日
本
に
当
て
は
め
る
と
、
初
等

教
育
は
小
学
校
、
中
等
教
育
の
う
ち

初
級
中
学
は
中
学
校
、
高
級
中
学
は

高
等
学
校
、
高
等
教
育
は
大
学
に
相

当
す
る
。
た
だ
し
、
名
称
は
大
連
市

第
一
中
学
の
よ
う
に
「
高
級
」
を
つ

け
な
い
で
も
日
本
の
高
校
と
同
じ
場

合
も
あ
る
。

大連市第一中学
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層
マ
ン
シ
ョ
ン
を
新
築
す
る
と
と
も
に
従

来
の
ア
パ
ー
ト
も
改
築
し
た
り
、
地
下
鉄

の
建
設
工
事
も
行
わ
れ
て
お
り
街
中
が
工

事
中
の
様
相
で
あ
っ
た
。

　

高
速
道
路
網
が
拡
大
し
、
内
陸
の
瀋
陽

と
大
連
の
新
幹
線
も
間
も
な
く
完
成
す

る
。
空
港
も
需
要
の
増
大
と
騒
音
対
策
の

た
め
近
い
う
ち
に
拡
張
移
転
す
る
そ
う

で
、
と
に
か
く
元
気
の
よ
い
活
気
に
満
ち

た
大
都
市
で
あ
る
。
旅
順
に
至
る
道
路
に

面
す
る
赤
土
の
丘
陵
地
を
切
り
開
い
た
企

業
群
や
大
学
の
規
模
に
は
目
を
奪
わ
れ

た
。日
本
の
企
業
の
看
板
も
目
に
つ
い
た
。

　

そ
の
中
の
大
連
外
語
学
院
（
大
学
）
日

本
語
学
院
（
学
部
）
を
訪
問
し
、
宮
偉
副

学
院
長
に
学
内
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。

中
国
最
大
の
日
本
語
教
育
を
実
施
す
る
大

学
で
、
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
は
開
発
増
築

中
で
、
学
生
寮
が
住
宅
団
地
の
ご
と
く
並

ん
で
い
た
。
ま
た
、
各
教
室
に
は
日
本
語

で
目
標
を
掲
げ
た
り
本
格
的
な
茶
室
も
設

置
し
た
り
し
て
、
日
本
語
及
び
日
本
文
化

に
対
す
る
勉
強
へ
の
意
気
込
み
を
感
じ

た
。
日
本
の
有
名
大
学
へ
も
多
く
の
留
学

生
を
送
り
出
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　

大
連
市
で
は
、
自
動
車
は
月
一
万
台
も

増
加
し
て
お
り
渋
滞
が
深
刻
だ
そ
う
だ

が
、
自
転
車
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
か
っ

た
。
自
動
車
は
右
側
通
行
と
な
っ
て
お
り

混
雑
と
習
慣
の
違
い
で
道
路
横
断
も
要
注

意
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
地
の
人
は
車

の
間
を
縫
う
よ
う
に
し
か
も
堂
々
と
横
断

す
る
の
に
は
驚
い
た
。
都
心
に
は
い
く
つ

か
の
日
本
建
築
が
残
っ
て
い
る
。
大
連
駅

は
上
野
駅
に
そ
っ
く
り
で
、
日
本
と
中
国

の
歴
史
的
関
係
の
一
面
を
物
語
っ
て
い

る
。
訪
問
前
に
は
関
係
史
に
つ
い
て
勉
強

し
て
お
き
た
い
も
の
だ
。
大
連
に
限
ら
ず

外
国
の
水
道
水
の
水
質
は
日
本
と
違
う
の

で
生
水
は
絶
対
飲
ま
な
い
こ
と
だ
。
つ
く

づ
く
日
本
の
水
事
情
が
有
り
難
く
思
え
た

こ
の
調
査
旅
行
で
あ
っ
た
。

●平成22年度総会開かれる。
　５月15日（土曜日）午後１時より岡山県生涯学習センターにて、本年度総会が開催され、21年度活動報告並びに
収支報告、監査報告の後、役員改選が提案され可決承認された。新役員は下記の通り。役員一新のもと、22年度活動
方針案と収支予算案が提案され承認された。

協議会事務局からのお知らせ

協議会事務局　〒700-0902　岡山市北区錦町5－15　南田辺ビル2階
　　　　　　　　電話：086－225－5083　FAX：086－225－5041
　　　　　　　　http://www.oka-rizhongyouxie.jp/index_04.htm
　　　　　　　　メール：oknittyu@yahoo.co.jp　　　　　　　　　　　　担当：松井、平野

岡山県日中教育交流協議会　平成22年度　役員
役　　職 氏　　　名 所　　　　　　　　属 役　 　職 氏　　　名 所　　　　　　　　属
参　　与 中　島　　　博 岡山県経済団体連絡協議会　座長 理　 　事 今　井　康　好 岡山県教育庁指導課　課長

岡　崎　　　彬 岡山県商工会議所連合会　会長 岡　　　頌　敏 岡山県町村教育長会　代表
加　計　孝太郎 学校法人加計学園　理事長 藤　谷　幸　弘 岡山県PTA連合会　会長
片　岡　和　男 岡山市日中友好協会　会長 中　村　有　作 岡山県高等学校PTA連合会　会長
末　光　　　茂 社会福祉法人旭川荘 理事長 平　井　信　雄 岡山県高等学校長協会　会長

顧　　問 門　野　八洲雄 岡山県教育委員会　教育長 岡　部　初　江 岡山県特別支援学校長会　会長
福　武　總一郎 財団法人福武教育文化振興財団　理事長 岩　堂　秀　明 岡山県中学校長会　会長

名誉会長 江　草　安　彦 川崎医療福祉大学　名誉学長 成　本　智　幸 岡山県小学校長会　会長
特別顧問 森　崎　岩之助 岡山県日中懇話会　会長 赤　堀　元　美 岡山県高等学校芸術文化連盟　会長

黒　瀬　定　生 岡山県教育会　理事長 都　築　　　勉 岡山県国際理解教育研究会　会長
会　　長 岡　田　浩　明 岡山県生涯学習センター　所長 板　野　美佐子 日中医療福祉研修センター　所長
副 会 長 吉　田　雄　平 岡山県都市教育長協議会　会長 大　川　泰　栄 岡山市教育委員会　事務局次長

森　　　靖　喜 岡山県私学協会　会長 （事務局長） 松　井　三　平 岡山市日中友好協会　理事
曽　田　佳代子 岡山大学　特任教授 監　　事 大　橋　典　晶 中国短期大学 准教授

赤　松　康　弘 岡山県国際理解教育研究会 元会長

大連第一中学で交流の協議
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